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加入団体の紹介 （川柳部門）一宮川柳社

加入団体の紹介 社団法人中部日本書道会一宮支部 （書部門）
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【問合せ先】植田　喜久男　A45－8045

【問合せ先】林　大樹　A73－3513
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　川柳は、サラリーマン川柳や時事川柳のように

広く行き渡っていて、手軽に取り組める趣味の一

つといえるでしょう。また中に入ってみると人間

を詠むという川柳の精神から、奥の深さが分かる

のも魅力です。

　五七五という形態の中に心の機微を詰め込む作

業も、川柳の醍醐味ではありますが、その手軽さ

と文芸としての追求にギャップを感じ、戸惑うの

も事実であります。

　当会の活動状況は、毎月第４日曜日、一宮スポ

ーツ文化センターにおいて、市民川柳教室を兼ね、

定例句会を開催しています。自由句と４つの課題

について出句し、選者による入選句の選出や添削、

また、全員の投票により得票数を競ったりもしま

す。自由句の得意な人、課題句の好きな人、個性

溢れる川柳が出てきます。これらをまとめて、月

刊「川柳いちのみや」を発行し、自分たちの作品

が活字になる楽しみを味わっています。

　まず五七五に並べてみる、これが川柳のスター

トとなり、そこから選者のアドバイスや他の作品

に触れるなどして、語句の省略、変換等による音

数の調整、重複や不適切な表現の有無を点検しな

がら仕上げてゆきます。この推敲は、ベテランと

いえども欠かすことはできません。

　ぜひ一度、教室に見学参加の上、少しかじって

みて、深みに入っていただくようお待ちしていま

す。

　社団法人中部日本書道会一宮支部は、４月現在、

会員数は過去最多の４００名を超え、新総合美術展

への出品、展示等の開催協力を始め、七夕学生展

の後援、一宮市美術展の開催協力、一宮市芸術祭

参加事業として毎年支部展、支部学生書道展の開

催、研修会、支部集会、講演会等を開催していま

す。

　昨年度の第２回新総合美術展には、支部員より

選抜された３８名の出品協力を行いました。２０年度

の研修会は、京都国立博物館等の研修旅行を企画、

７６名（バス２台）で行いました。

　第５４回支部展は、スポーツ文化センターを会場

に、支部員２２０名の力作を展示、参観者の目を大い

に楽しませる展観となりました。また、併催の第

３７回学生書道展も４，０００名を越える応募があり、

上位入賞した子供の作品の展示も行いました。

　今展は「来場者にも楽しんでもらう」との企画

で「来年のカレンダーを書こう」というイベント

を開催しました。予想を超える反響で、連日会場

へ足を運んでくれる子供達や、それを見守る親御

さん、おじいちゃん、おばあちゃんの笑顔が溢れ

る会期となりました。帰り際に「楽しかった、来

年も楽しみにしているよ」との声も多く聞くこと

が出来ました。

　日頃、書道展というと「入りにくい」と言われ

ますが、少しでもその垣根を取り払い、楽しんで

頂ける展覧会を目指して頑張って行きたいと思っ

ています。
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加入団体の紹介 尾西民謡熹世智会

加入団体の紹介 小原流尾西古田社中
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【問合せ先】田口　暢子　A62－1797

【問合せ先】鬼頭　桂子　A62－4700

（声楽・合唱部門）

（華道部門）

てら

　日本列島の北から南まで全ての都道府県の民謡

を覚えて唄ってみませんか。民謡は日本の風土を

象徴する唄です。唄っているとその土地の風土や

その場で暮らしている人々の様子が頭の中を走り

抜けます。これぞ民謡です。

　私たちは、約２０人の仲間で月に１回第４木曜日、

午後７時から小信中島つどいの里を練習会場とし

て、郷土民謡の先覚者、名古屋の熹世智会の会主

である淺野熹世智先生の指導のもと、生の三味線

の伴奏で稽古に励んでいます。この教室が始まっ

てから、９年が経ちました。１年に７曲くらい覚え

たとしても６３曲覚えた

ことになりますが、日

本の民謡は、５００曲以

上あるといわれていま

すので、覚えるのもま

だまだこれからです。

せっかく覚えた曲も次

会までには悲しいかな

忘れてしまうこともあ

ります。「これでは、もったいない。」ということ

になり、目標として年に１回一宮市尾西市民会館

で行われる尾西芸能祭に出ることにして今年で５

回目になります。

　一人で舞台に立つと足がすくみますが、気の合

った仲間とみんなで唄えば怖くありません。半纏

姿で衣裳にお金をかけず、眩しく照らされる照明

にちょっとドキドキしながら、暗譜したての唄を

腹の底から思い切り唄います。大きな声を出すこ

とは、健康にも良いですし、ボケ防止にも役立ち

ますので、是非一緒に唄ってみませんか。

「感性を磨く花をいける」

　いけばなは、季節に合ったテーマを学びながら、

花を通して花を活ける人の感性や美意識を磨きま

す。

　まずは、花そのものを楽しむことから始めまし

ょう。花に癒され、花に感化され、花をもっと好

きになる。そんなハッピーな花との付き合い方。

小原流のいけばなで始めてみませんか。

　私たちの小原流古田社中は、旧尾西市の文化講

座終了後に、いつも花のある暮らしをと、自主グ

ループを立ち上げ３０年近くになろうとしています。

お稽古は先生の自宅で金曜日の午前中、土曜日の

午後に行い、一宮市尾西生涯学習センターでは金

曜日の午後６時から行っています。最初は１から

１０まで先生の手を借り作品を仕上げていた方も今

では花材の特長を見ながら自分で花に心を入れな

がら作品を仕上げることが出来るようになりまし

た。カリキュラムに沿い先生の薦めもあり、資格

を取り教授者として活躍されている方や流展や市

民展に参加される方も見えます。

　　稽古も作品を仕上げた後、時間に余裕があると

　きなどは教室が「おしゃべりサロン」に早変わり

　し、１週間分の色々な話題が飛び交い、それはそ

　れで楽しい会になったりします。

　　現在は会員が少なくなり、もう少し大勢の方々

　とお稽古が出来ればと願っています。是非一度、

　教室を覗いて見てください。いつでも見学大歓迎

　です。
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団　体入 場 料
参加料等開催場所時　間期　日行　事

一 宮 美 術 作 家 協 会
一宮市博物館
常設展観覧料
２００円

一宮市博物館AM ：̇３０～
PM ：̂００

˘月２９日º

～˙月１３日∂

２００９
一宮美術作家協会展

楽 し く 描 こ う 会

入場無料

尾西歴史民俗
資 料 館

AM ：̇００～
PM ：̂００

（１３日はPMÙ：３０まで）˙月˘日∏

　～１３日∂

楽しく描こう会
水 彩 画 展

鈴 木 田 油 絵 教 室

三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PM ：̂００
（˘日はPMÚ：００～、
１３日はPMı：００まで）

12 人 展

尾 西 美 術 連 合
AM ：̇００～

PM ：̂００
（２３日はPMı：００まで）

˙月１８日ª

　～２３日¥

第˜回
尾西絵画・写真連合展

花 千 会
AM ：̇００～

PM ：̂００
（２０日はPMı：００まで）

˙月１８日ª

　～２０日∂
押 花 作 品 展

一 宮 写 真 協 会
一宮市博物館
常設展観覧料
２００円

一宮市博物館AM１０：００～
PM ：̂００

˙月１７日∫

　～２７日∂
選 抜 写 真 展

麗 筆 会

入場無料

一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PM ：̂００

（２０日はPMı：００まで）

˙月１８日ª

　～２０日∂
第４５回麗筆会展

山 ぶ ど う の 会
AM ：̇００～

PM ：̂００
（２７日はPMı：００まで）

˙月２４日∫

　～２７日∂

第˙回
山ぶどうの会展

尾 西 作 家 協 会三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～
PM ：̂００

（ı日はPMı：００まで）

˙月２６日º

１０月ı日∂

第¯回
尾西作家協会展

尾西ウインドオーケストラ１，０００円尾西市民会館PMÛ：００～
PMı：００˙月２７日∂

尾西ウインドオーケストラ
第 ６７ 回 定 期 演 奏 会

楽 陶 会
日中古墨書道友好協会尾張支部入場無料一宮スポーツ

文化センター
AM１０：００～

PM ：̂００
（ı日はPMı：３０まで）

１０月Ú日∫

　～ı日∂

楽陶会＆
日中古墨書道展Ⅱ

尾 西 短 歌 会
青 の 樹 短 歌 会１，０００円尾 西 生 涯

学習センター
PMÚ：００～

PMı：３０１０月Ù日º尾 西 短 歌 大 会

一 宮 狂 俳 壇 連 盟入場無料葉栗公民館PMÚ：００～
PMı：００１０月１０日º狂 俳 大 会

一 宮 音 楽 家 協 会１，０００円尾西市民会館PMÛ：００～
PMı：００

１０月１１日∂

第３７回一宮音楽家協会
定 期 演 奏 会

一 宮 茶 道 協 会１，５００円真清田神社AM１０：００～
PMÙ：００市 民 茶 会

尾 西 俳 句 会無 料尾 西 生 涯
学習センター

AM１０：３０～
PM４：３０１０月１２日¥尾 西 俳 句 大 会

いよいよ天高く馬肥ゆる秋となりました。

あなたの秋は「芸術」？「読書」？「スポーツ」？それとも「食欲」でしょうか。

今年の「一宮市芸術祭」は次のとおり開催されます。

あなたも目と心の保養にぜひお出かけください。
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団　体入 場 料
参加料等開催場所時　間期　日行　事

Ú冊　８００円
随想・随筆、現代詩、漢詩、短歌、俳句、川柳、狂俳の市民文芸集

１０月１７日º

いちのみや文芸２００９
発 刊

講師：松平定知さん
（フリーアナウンサー）

入場無料

尾西市民会館PMÚ：００～
PMÛ：３０文 化 講 演 会

一 宮 謡 曲 同 好 会産業体育館AM ：̇３０～
PM４：３０１０月２５日∂秋 季 謡 曲 大 会

一 宮 華 道 連 盟一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PMı：００

（Ú日はPMÙ：３０まで）

１０月３１日º・
１１月Ú日∂

一宮市民華道展

一 宮 舞 踊 協 会１，０００円一宮市民会館AM１１：３０～
PMÙ：００１１月Ú日∂

第５７回
合 同 舞 踊 公 演

一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会入場無料

一宮スポーツ
文化センター

AM ：̇００～
PMı：３０

１１月Ù日¥

一宮吟剣詩舞道大会

一 宮 俳 句 協 会８００円AM１１：００～
PMı：３０俳 句 大 会

真 清 短 歌 会
５００円

PMÚ：００～
PMı：３０

１１月˘日∂

短 歌 大 会

一 宮 現 代 詩 協 会PMÚ：００～
PMı：００一 宮 現 代 詩 祭

桃 墨 会入場無料ギャラリー
る ぼ

AM１０：００～
PM ：̃００

（１６日はPM ：̂３０まで）

１１月１１日π

　～１６日∑
桃 墨 会 展

一 宮 茶 道 連 盟８，０００円妙 興 寺AM ：̇００～
PMÙ：００

１１月１５日∂

一宮茶道連盟茶会

一宮第九をうたう会一般２，０００円
学生１，０００円尾西市民会館PMÛ：００～

PMı：００
第１５回一宮市民音楽会
（高田三郎追悼プレ１０周年記念）

õ 中 部 日 本 書 道 会
一 宮 支 部

入場無料

一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PMı：００

（２１日はPMÚ：００から）

１１月２１日º

　・２２日∂

第５５回中部日本書道会
一 宮 支 部 展

第３８回
一宮支部学生書道展

尾西芸能祭実行委員会
尾西市民会館

PMÒ：００～
PMı：００尾 西 芸 能 祭

尾西華道展・お茶会
実 行 委 員 会

AM１０：００～
PMı：００

（お茶会はPMÙ：００まで）
尾西華道展・お茶会

山 瑩 会尾西商工会館AM１０：００～
PMı：００１１月２２日∂

曾山流樹徳吟詠会
山 瑩 会 錬 成 会

一 宮 三 曲 協 会一宮スポーツ
文化センター

AM１１：００～
PMı：００１１月２３日¥三 曲 演 奏 会

尾西ガリバンバンの会ギャラリー
る ぼ

AM１０：００～
PM ：̂００

（３０日はPMı：００まで）

１１月２５日π　
～１１月３０日∑

ガ リ バ ン バ ン
水 彩 画 展

一 宮 合 唱 協 会尾西市民会館PMÒ：００～
PMı：３０１１月２９日∂

第３３回
一 宮 合 唱 祭

一 宮 市 民 吹 奏 楽 団前売４００円
当日５００円一宮市民会館PMÚ：３０～

PMÙ：３０１２月˜日∂
一宮市民吹奏楽団
第３４回定期演奏会

水 絵 の 会入場無料三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PM ：̂００
（˘日はPMÚ：００から、
１３日はPMı：３０まで）

１２月˘日∏

　～１３日∂
水 絵 の 会 展
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日
時
e　

月　

日
º
〜　

月　

日
∂
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１０

１１

２９

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容
e
日
本
画
家
牧
進
は
花
鳥
風
月
や

山
川
草
木
に
本
質
を
見
出
し
、

「
美
し
い
日
本
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写
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出
し

て
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す
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妙
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中
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ま
な
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本

の
美
を
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観
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

３
０
０
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小
中
生　

２
０
０
円

　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

牧
進
展
関
連
講
演
会

日
時
e　

月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１０

２５

場
所
e
妙
興
寺
公
民
館

講
師
e
美
術
評
論
家　

草
薙
奈
津
子

参
加
料
e
無
料

企
画
展
「
２
０
０
９
一
宮
市
現
代
作
家

美
術
秀
選
展
」

日
時
e　

月
５
日
º
〜　

日
∂

１２

２０

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
第　

回
一
宮
市
美
術
展
市
長
賞

６７
受
賞
者
、
依
頼
出
品
者
、
一
宮

美
術
作
家
協
会
、
一
宮
書
道
協

会
、
一
宮
写
真
協
会
推
薦
者
の

作
品
を
展
示
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

常
設
展
「
三
岸
節
子　

室
内
画
の
誘
惑

〜
美
の
小
宇
宙
を
描
い
て
〜
」

日
時
e
９
月
１
日
∏
〜　

月　

日
∂　

１１

１５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
以
下
同
じ
）

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

※　

月　

日
か
ら
特
別
展
観
覧
料
に
含
む
。

１０

１０

特
別
展
「
受
贈
記
念　

筧
忠
治
展
」

日
時
e　

月　

日
º
〜　

月　

日
∂

１０

１０

１１

１５

内
容
e
独
自
な
画
境
を
極
め
た
孤
高
の

画
家
筧
忠
治
の
魅
力
を
ご
遺
族

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
作
品
や
資
料

か
ら
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

６
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

３
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
５
０
円

　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

特
別
展
関
連
事
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
e
「
筧
忠
治
を
め
ぐ
る
四
題
」

日
時
e　

月　

日
º　

午
後
２
時
〜

１０

１７

パ
ネ
ラ
ー
e

　

碧
南
市
藤
井
達
吉

現
代
美
術
館
館
長　

木
本
文
平
氏

美
術
批
評
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
ア
ー

ト
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

代
表
理
事　

鈴
木
敏
春
氏

美
術
評
論
家
・
名
古
屋
造
形
大
学　

教
授　

三
頭
谷
鷹
史
氏

美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

宮
崎
玲
子
氏

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
e　

月　

日
º
、　

月　

日
º

１０

２４

１１

１４

　
　
　

午
後
２
時
〜

内
容
e
担
当
学
芸
員
に
よ
り
筧
忠
治
作

品
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
e　

月　

日
º

１０

３１

　
　
　

①
午
前　

時
〜
正
午

１０

　
　
　

②
午
後
２
時
〜
４
時

内
容
e
①
子
ど
も
た
ち
の
自
画
像

　
　
　

②
大
人
た
ち
の
自
画
像

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》

「中国貴州省・紅苗族」　菱田繁雄
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デ
ッ
サ
ン
の
面
白
さ
と
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
学
び
ま
す
。

対
象
e
①
小
中
学
生

　
　
　

②
高
校
生
以
上

申
込
み
e　

月　

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

１０

２４

キ
に
て
美
術
館
へ
申
込
み
。

要
参
加
費

常
設
展
「
三
岸
節
子　

旅
と
エ
ッ
セ
イ

－

異
邦
人
が
見
た
欧
州
風
景－

」

日
時
e　

月　

日
∏
〜
１
月　

日
∂

１１

１７

２４

愛
知
万
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
継
承
事
業

英
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ

日
時
e　

月
３
日
º

１０

　
　
　

①
午
前　

時
〜

１０

　
　
　

②
午
後
２
時
〜

対
象
e
①
小
学
３
年
生
〜
中
学
生

　
　
　

②
高
校
生
以
上

内
容
e
講
師
と
と
も
に
作
品
を
鑑
賞
し

な
が
ら
、
英
語
の
表
現
を
学
び

ま
す
。

講
師
e
エ
バ
ニ
ー
・
ノ
ー
ウ
ッ
ド
・
ブ

ラ
ウ
ン
氏

参
加
料
e
無
料

定
員
e　

名
１５

申
込
み
e
９
月　

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

２３

キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
必
要
事
項
を

記
入
し
美
術
館
へ
申
込
み
。

愛
知
万
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
継
承
事
業

英
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ

日
時
e　

月　

日
〜　

月　

日
の
毎
週

１０

３１

１２

２６

土
曜
日
（　

月
５
日
を
除
く
）

１２

　
　
　

午
前　

時
〜

１０

対
象
e
一
般

内
容
e
美
術
に
関
す
る
基
本
的
な
英
語

表
現
を
学
び
、
美
術
館
お
よ
び

三
岸
節
子
の
画
業
に
つ
い
て
の

英
語
版
ガ
イ
ド
を
作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

講
師
e
エ
バ
ニ
ー
・
ノ
ー
ウ
ッ
ド
・
ブ

ラ
ウ
ン
氏

参
加
料
e
１
、０
０
０
円

定
員
e　

名
１５

申
込
み
e　

月　

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

１０

２０

キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
必
要
事
項
を

記
入
し
美
術
館
へ
申
込
み
。

そ
の
他
e
原
則
８
回
全
て
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

「
美
濃
路
を
行
き
交
う
大
名
」

日
時
e　

月　

日
º
〜　

月
６
日
∂

１０

１０

１２

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時　

分
ま
で
、
月
曜

３０

休
館
）

内
容
e
美
濃
路
の
大
名
通
行
に
視
点
を

置
き
、
そ
の
特
徴
や
起
宿
本
陣

と
大
名
等
に
つ
い
て
紹
介
。

観
覧
料
e
無
料

第
９
回
も
み
じ
ま
つ
り

日
時
e　

月　

日
º
・　

日
∂

１１

１４

１５

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

内
容
e
旧
林
家
住
宅
を
会
場
に
お
茶
会

や
山
野
草
展
、
筝
の
演
奏
な
ど

を
２
日
間
に
わ
た
り
催
し
ま
す
。

入
場
料
e
無
料
（
お
茶
会
３
０
０
円
）

「
読
み
聞
か
せ
講
習
会
」

日
時
e　

月
５
日
〜　

月
３
日
の
毎
週

１１

１２

木
曜
日

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

内
容
e
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
基
礎
を

学
ぶ
。
ま
た
「
口
の
大
き
な
カ

エ
ル
の
子
」
を
制
作
し
、
お
話

に
合
わ
せ
て
動
か
し
て
み
ま
し

ょ
う
！

講
師
e
か
た
り
び
と　

森　

郁
代

参
加
料
e
無
料

「
第
９
回
川
合
玉
堂
展　

玉
堂
と
ゆ
か

り
の
画
人
た
ち
」

日
時
e　

月　

日
º
〜　

月
８
日
∂

１０

１７

１１

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

　
　
　
（
月
曜
日
休
館
）

観
覧
料
e
無
料

葉
加
瀬
太
郎
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

２
０
０
９

日
時
e　

月　

日
ª　

午
後
７
時
〜

１１

２０

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
前
売
６
、５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
７
、０
０
０
円

　

（
全
席
指
定
）
３
歳
以
下
入
場
不
可

高
嶋
ち
さ
子　

人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

１２

ト
（
振
替
公
演
）

日
時
e　

月　

日
∂　

午
後
３
時
〜

１１

２９

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
４
、０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
　
　
　

未
就
学
児
入
場
不
可
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名
作
シ
ネ
マ
「
旭
山
動
物
園
物
語　

ペ

ン
ギ
ン
が
空
を
と
ぶ
」
と
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

日
時
e　

月　

日
º　

午
後
２
時
〜

１２

１２

　
　
　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時　

分
〜

５５

入
場
料
e
前
売
一
般
５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
一
般
８
０
０
円

（
全
席
自
由
）
５
才
以
下
は
入
場
無
料

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
入
場
無
料

名
作
シ
ネ
マ
「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち

ゃ
ん
」
と
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
e　

月　

日
º　

午
後
２
時
〜

１０

１０

　
　
　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

入
場
料
e
前
売
一
般
５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
一
般
８
０
０
円

（
全
席
自
由
）
未
就
学
児
入
場
不
可

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
入
場
無
料

「
県
文
連
美
術
展
」

会
期
e
９
月　

日
∏
〜　

月
４
日
∂

２９

１０

会
場
e
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
e
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

「
愛
知
県
民
茶
会
」

期
日
e　

月
８
日
∂

１１

会
場
e
知
多
市
勤
労
文
化
会
館

茶
券
e
前
売
券
８
０
０
円
（
２
席
）

　
　
　

当
日
券
５
０
０
円
（
１
席
）

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

「
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
」

期
日
e　

月
６
日
∂

１２

会
場
e
飛
島
村
中
央
公
民
館

入
場
料
e
無
料

出
演
団
体
e
剣
詩
舞
道
柳
ø
会

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A　

－

８
０
４
５

４５

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

２７

１０

２５

　
　
　
　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂

１１

２２

１２

２０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A　

－

５
５
０
４

７３

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

２７

１１

２２

　
　
　
　

月　

日
∂

１２

２０

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A　

－

５
５
０
４

７３

日
時
▼　

月　

日
ª　

午
前
９
時
〜

１０

１６

行
先
▼
岩
村
城
下
町
（
恵
那
市
）
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
事
前
に
事
務
局
（
A　

－

０

８４

０
１
３
）
へ
連
絡

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A　

－

６
６
０
６

７２

日
時
▼　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂

１０

１１

１２

１３

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A　

－

０
０
１
３
（
以
下
同
じ
）

８４

日
時
▼　

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１０

１８

会
場
▼
熱
田
社
（
千
秋
町
加
納
馬
場
）

他

内
容
▼
道
行
打
囃
子
を
演
奏
し
な
が
ら

獅
子
屋
形
を
曳
き
回
し
ま
す
。

《
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
》

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
秋
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
馬
場
獅
子
屋
形
打
囃
子
保
存
会

秋
祭
』
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日
時
▼　

月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１０

２５

会
場
▼
八
幡
神
社
（
丹
陽
町
重
吉
）

内
容
▼
神
前
に
甘
酒
と
強
飯
を
供
え
、

お
神
楽
を
奉
納
し
ま
す
。
甘
酒

と
強
飯
は
参
拝
者
に
振
る
ま
わ

れ
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先　

女
声
合
唱
団
コ
ー
ル

・
フ
リ
ー
デ
】

　

A　

－

１
９
７
１

６２

日
時
▼　

月　

日
º　

午
後
２
時
〜

１０

２４

会
場
▼
稲
沢
市
民
会
館　

中
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
１
、０
０
０
円

　
　
　
　

（
全
席
自
由
）

そ
の
他
▼
大
森
楽
器
、
坂
野
楽
器
、
星

川
楽
器
に
て
チ
ケ
ッ
ト
発
売

【
問
合
せ
先　

尾
西
短
歌
会
】

　

A　

－

９
６
３
８

４５

日
時
▼　

月　

日
π　

午
前
９
時
〜

１１

１１

行
先
▼
美
濃
和
紙
の
里　

他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
、０
０
０
円

申
込
み
▼　

月　

日
∑
ま
で
に
事
務
局

１０

２６

（
A　

－

０
０
１
３
）
へ
連
絡

８４

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A　

－

６
７
０
２

４５

日
時
▼　

月　

日
º
・　

月　

日
º

１１

１４

１２

１２

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

　このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体のイベン 
ト情報を募集します。 
　発行月３・６・９・12月の前月１日までに、必要事項を任 
意の様式にて記入の上、事務局まで提出してください。 

①行事名 ②団体名 ③問合せ先電話番号 ④日時 ⑤会場 
⑥対象 ⑦参加料 ⑧申込方法 ⑨その他必要事項 

〒493－8511 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX 0586－86－1809

必要事項 

提 出 先 

『
秋
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
一
宮
合
唱
協
会　

女
声
合
唱
団

コ
ー
ル
・
フ
リ
ー
デ
第
５
回
演

奏
会
』

会
期
▼
平
成　

年　

月　

日
∫
〜　

２１

１１

１２

１５

日
∂　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
最
終
日
は
４
時　

分
）

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ

ー
（
一
宮
市
真
清
田
１－

２－

　

）
３０

種
目
▼
日
本
画
／
洋
画
／
彫
刻
・
立

体
／
工
芸
／
デ
ザ
イ
ン
／
書
／
写

真
主
催
▼
一
宮
市
・
一
宮
市
教
育
委
員

会
【
作
品
搬
入
】

　
　

月
７
日
º
・
８
日
∂

１１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

【
出
品
料
】　

無
料

【
出
品
規
定
】

　

未
発
表
作
品
１
種
目
１
点
。

　

中
学
校
卒
業
以
上
の
年
齢
の
者
で
、

市
内
市
外
は
問
わ
な
い
。

【
規
格
】

日
本
画
▼　

号
以
上
１
０
０
号
以
内

２０

で
額
入
り
。

洋
画
▼　

号
以
上
１
５
０
号
以
内
で

２０

額
入
り
。
版
画
は
４
号
以
上
で
額

入
り
。

彫
刻
・
立
体
▼
制
限
な
し
。

工
芸
▼
制
限
な
し
。

デ
ザ
イ
ン
▼
Ａ
２
サ
イ
ズ
以
上
で
パ

ネ
ル
張
り
。
小
型
は
パ
ネ
ル
に
構

成
。
ポ
ス
タ
ー
フ
レ
ー
ム
可
。

（
ポ
ス
タ
ー
・
イ
ラ
ス
ト
・
Ｃ
Ｇ

等
表
現
自
由
）

書
▼　

㎝
×　

㎝
（
３
尺
×
３
尺
）

９１

９１

又
は
１
７
６
㎝
×　

㎝
（
５
・
８

４８

尺
×
１
・
６
尺
）
以
下
。
縦
横
自

由
。
枠
張
り
又
は
額
装
。

　

篆
刻
は
二
印
以
内
で
印
影
の
み
と

し
、
仕
上
が
り
寸
法
は
縦　

㎝
×

３９

　

㎝
と
す
る
。
刻
字
は
１
㎡
以
内

３０と
す
る
。

　

規
定
の
用
紙
に
必
ず
墨
書
に
よ
る

釈
文
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
真
▼
全
紙
以
上
で
パ
ネ
ル
張
り
。

額
不
可
。
た
だ
し
、
組
写
真
は
半

切
以
上
２
枚
以
内
。
（
作
品
裏
面

で
固
定
す
る
こ
と
）

審
査
▼
主
催
者
の
委
嘱
審
査
員
に
よ

り
、
入
選
作
品
お
よ
び
入
賞
作
品

を
決
定
す
る
。

展
示
▼
入
選
作
品
お
よ
び
入
賞
作
品

を
展
示
す
る
。
な
お
、
電
気
・
動

力
等
を
必
要
と
す
る
も
の
、
他
の

作
品
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
も
の
な
ど
は
、
制
作
者
の
意
図

は
反
映
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
一
宮
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
・
文

化
グ
ル
ー
プ

　

電
話（
０
５
８
６
）　－

０
０
１
３

８４

第　

回　
一
宮
市
美
術
展
開
催
要
項

６７

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

『
重
吉
甘
酒
祭
保
存
会　

甘
酒
祭
』



平成20（2008）年9月　　いちのみやの芸術文化 12 平成20（2008）年9月　　いちのみやの芸術文化 12 平成21（2009）年9月　　いちのみやの芸術文化 12

フリーアナウンサー

私の取材ノートから
～その時歴史が動いた～

平成21年度

10月17日ı　13：00～14：30
〈開場は30分前〉

入場
無料

整理券

その他 当日、ロビーにて「いちのみや文芸2009」（１冊800円）を販売します。

問合わせ 一宮市芸術文化協会事務局（市生涯学習課内）　電話　0586－84－0013（直通）

ま　つ　　　だいら　　　さ　だ　　　と　も

入場無料ですが、整理券が必要です。（満席の場合は、入場をお断りすることがあります。）

整理券は９月８日（火）より一宮庁舎東玄関受付、尾西生涯学習センター（尾西庁舎）、

尾西南部生涯学習センター、木曽川庁舎生涯学習課、各出張所、各図書館、一宮・尾

西市民会館、一宮スポーツ文化センターで配布します。

＊駐車場には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

ＪＲ尾張一宮駅・名鉄一宮駅下車　名鉄バスターミナルB番のりばより
「起」「蓮池」「西中野」行きで約10分　「尾西庁舎前」下車徒歩2分

尾西北コースV番「尾西庁舎」下車徒歩１分
尾西南コースZ番

一宮市循環バス　バス　

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒493－8511　愛知県一宮市木曽川町内割田一の通り27番地

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 4 －0 0 1 3　／　FAX   0 5 8 6 －8 6 －1 8 0 9

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会


